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１　事業の実施状況に対する所見

２　成果目標の達成状況に対する所見

３　施設等の利用状況についての所見

４　６次産業化法人と連携法人の取引状況についての所見

５　改善措置等に対する所見及び指導内容

（１）成果目標について

（２）施設等の利用状況について

（所得の向上に関する目標）

売上高について

（地域の活性化に関する目標）

耕作放棄地等の活用

（雇用の創出に関する目標）

雇用者の増加

平成23年5月の施設の竣工以降、順調に稼働しており、平成23年度は目標を達成できる見込みである。引き続き、目標達成
に向けた取組を推進する必要がある。

[取組状況について]
平成22年度は、東日本大震災に起因する資材入手難による工事の遅れにより、完成が間に合わなかった。平成23年5月か
ら本格的に稼働している。

[経営状況、事業による変化等について]
施設整備が平成22年度中に間に合わなかったため、本事業による変化はみられないが、既存事業の販売増加等により、売
上高は増加している。

〔売上高について〕
平成23年5月に施設が竣工し、乳製品、菓子事業の売上が加わることで、平成23年度は目標を達成できる見込みである。引
き続き、目標達成に向けた取組を推進する必要がある。

農畜産物加工施設の稼働が平成23年度に繰り越したため、平成22年度の売上高に当事業
分は反映されず、平成22年度の目標を達成出来なかった。

乳製品事業、菓子事業の本格スタート準備のため、１名増員しており、平成22年度の目標を
達成している。

地域で借り手のいない土地3haを、牧草地として借り受け、平成22年の目標を達成している。

[農畜産物加工施設(チーズ工房)の利用状況について]
平成22年度は、東日本大震災に起因する資材入手難による工事の遅れにより稼働が間に合わなかったため、利用実績はな
い。

[農畜産物加工施設(菓子工房・直売)の利用状況について]
平成22年度は、東日本大震災に起因する資材入手難による工事の遅れにより稼働が間に合わなかったため、利用実績はな
い。

農業主導型６次産業化支援整備事業点検評価書（平成22年度分）

有限会社　パインランドデーリィ 2名

代表者名 構成員数

地方農政局等名

農林水産省経営局

６次産業化法人の名称

平成13年4月20日 松村和一

主たる事務所の住所 北海道紋別郡興部町北興40

設立年月日

セキュリティーに配慮し、
非公開といたします。
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